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各      位 
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代表者名  代 表 取 締 役 社 長 藤堂 裕隆 

（コード番号 3750    東証第二部） 

問合せ先  取締役経営企画部長 関 裕司 
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営業外損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

当社は、営業外損失を計上することになりましたので、その概要をお知らせするとともに、本日付にて平成

27年 6月 9日に公表しました連結業績予想を下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

  

1. 平成 28年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27年 4月 1日 ～ 平成 28年 3月 31日） 

 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する当期
純利益 

一株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 

（平成 27年 6月 9日発表） 
4,000 200 190 450 312円 94銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 2,684 △243 △247 34 23円 64銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,316 △443 △437 △416 ― 

増 減 率            （％） △32.9 － － △92.4 ― 

（ご参考） 

前期実績（平成 27 年 3 月期） 
4,076 420 400 120 84円 04銭 

 

 

2. 修正の理由 

売上高、営業利益及び経常利益に関しまして、当社グループの中核事業であるフィナンシャルソリューシ

ョン事業において、主に平成 28 年 3 月末までに買取債権に含まれる担保不動産の売却による回収及び保有

不動産の売却を見込んでいた下記複数案件(想定粗利総額 146 百万円)が来期以降に計上する見込みとなり

ました。 

種別／件数 想定粗利 合計 

商業施設  4件 78百万円 

146百万円 

マンション  1件 24百万円 

一棟ビル  1件 15百万円 

戸建及び土地 1件 15百万円 

戸建   2件 14百万円 

 

遅延理由といたしましては、債権再譲渡交渉不成立、債務処理に関して関係者との所有権移転等に伴う調

整未完了、競売不落、不動産購入希望者による借入審査不通過及び借入実行に伴う書類不備等における未決



済等によるものであります。 

 

上記リストに紐付く買取債権及び保有不動産は平成 28年 3月 31日までに売却はできませんでしたが、資

産性に関しては何ら問題ありませんので、引き続き早期買取債権の回収及び保有不動産の売却を目指してま

いります。 

 

また、メディア＆マーケティング事業において、取引先より出版物の印刷及び販売代理を受託し、当社子

会社が有する出版口座経由で取引先の出版物を委託販売する出版口座貸事業があります。 

 同事業は、取引先の新規出版物の委託数が継続的に一定程度ある限りにおいては、出版物販売に伴う出版

社と書店の間をつなぐ取次業者からの入金をもって、印刷代金を支払った後、取引先へ精算するといった資

金サイクルになっております。しかしながら、出版物の返品増加、取引先の新規出版数減少に伴う預かり金

の減少及び取引先の出版物の再委託が今後困難とみなされることにより、資金サイクルが縮小しており、そ

の状況が継続していくことが予想されます。 

 その為、現在の出版市況及びこれまでの販売実績等並びに当社が実質的に出版口座貸事業から撤退する方

針であることなどを総合的に考慮し、当社の会計監査人と協議したところ、対象となる未収入金の全額を貸

倒引当金繰入額として計上すべきとの指摘を受け、当該貸倒引当金繰入額（216百万円）を販売管理費に計

上する見込みとなりました。 

 

以上により、売上高とともに営業利益も減少したことにより、売上高 2,684百万円、営業利益△243百万

円、経常利益△247百万円を計上する見込みとなりました。 

 

親会社株主に帰属する当期純利益に関しては、上述の変更に伴い、416百万円ほど前回予想を下回りまし

て、当期純利益 34百万円を計上する見込みとなりました。 

 

 

3. 営業外損失（個別）計上の件 

      連結決算上、前述の未収入金の全額を貸倒引当金繰入額（216百万円）に計上した関係で、個別決算にお

いて当社子会社に対する貸倒引当金繰入額 42百万円を計上する見込みとなりました。なお、42百万円の貸

倒引当金繰入額は、個別財務諸表のみで計上されるものであり、連結上では相殺消去されるため、連結損益

への影響はありません。 

 

 

 

以 上 

 

【業績予想に関する注意事項】 

当業績予想は、発表日現在入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後の
様々な要因により、計画数値と異なる可能性があることを予めご承知おきください。 

 


